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（ExGF）を作成し，腸管内容物の異なる 4 部位，糞，尿，血漿，組織について GF と比較メタボローム解析を
行った。小腸内容物の解析から消化機能に腸内細菌が寄与すること，大腸内容物と血漿，組織の解析から，大
腸で細菌由来の多くの代謝物が作られて宿主内部の代謝物レベルに影響することが明確に示された。また腸内
細菌の影響が大きい代謝物として新たにメバロン酸，メバロノラクトン，過酸化脂質，N1, N12-ジアセチルス
ペルミジンを見出した。さらに腸内細菌によって肝スフィンゴ脂質が全般的に大きく低下することを確認した。 
本研究で得られた結果は各代謝物を分析する際の試験プロトコールの詳細を決める基盤情報となり，取得し
たデータから保存条件や摂食の影響を受けている物を除くことで精度の高い統計解析や生物学的解釈を可能
にするとともに，メタボロームデータにおける摂食や腸内細菌の影響を見積もり，組織機能に与える影響を理
解する基盤情報となることが期待できる。 
これらの知見は，メタボローム研究の発展に寄与することが大いに期待される。 
これらの研究内容について，国際学術しに３報が掲載され，さらに国内学会で２度の発表も行なっており，博
士（農学）の学位に見合う成果であると判断できる。 
